
フミコムcafe
地域に踏み込むはじめのいっぽ

山口 凌河 さん

日本ゴールボール協会
日本代表強化指定選手

東洋大学社会福祉学科卒業
関彰商事（株）勤務

「辛いとき、苦しいときこそ
笑顔で湿った心を乾かしたい」

「ゴールボール」というスポーツをご存知ですか？アイ
シェード（目隠し）を着用した1チーム３名のプレーヤー
同士が、コート内で鈴入りボールを転がすように投球し
合って味方のゴールを防御しながら相手ゴールにボール
を入れることにより得点するというものです。
視覚に頼らない分、チームメイトとのコミュニケーション
を大事にした“つながり”のスポーツとも言えます。
中学生の時に視力を失ったものの、東洋大学を卒業し、
2020大会を目指すゲストの話をキッカケに、スポーツを
通じた多様性理解、障害のある方と地域で共に生きる、
“つながる”ことを考えてみませんか？

やまぐち りょうが

- 障害者スポーツアスリートから学ぶ -

諦めない心、“つながり” のチカラ

ゲスト


